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フグは古くから食用に供され，フグ中毒についても知
られていたが，谷（1945）は1945年に日本産各種魚類に
ついてマウス試験法によって毒力を測定して，日本産フ
グの中毒学的研究として発表した。これによると，フグ
科でも魚種によって毒を蓄積する臓器および毒力は異な
り，トラフグは卵巣と肝臓に強毒を有することが明らか
になった。また，谷（1945）はトラフグの毒性試験で，
「毒力において卵巣も肝臓もともに12月頃から急激に増
加し，5～6月の産卵に至るまで強毒ないし猛毒となる」
という結果を得て，トラフグの毒力には季節変化がある
ことを示唆した。この他，マフグ（東京都中央卸売市場
に入荷されたもの）やショウサイフグ（東京湾で漁獲さ
れたもの）では，肝臓の毒力は夏から秋にかけて最高値
を示し，フグの毒力は魚種，臓器，個体，季節，棲息水
域によって差が大きいと考えられている（加納1988）。
しかし，伊勢湾で漁獲されたトラフグの毒力について，
季節変化や年変化を詳細に調べた知見は見当たらない。
トラフグの伊勢・三河湾系群は，伊勢湾口部に産卵場
を有し（神谷ら1992，白木谷ら2002，中島2001），0歳
魚は伊勢湾で秋季から小型底曳網で漁獲されはじめ，冬
季には遠州灘および熊野灘に分布域を拡大して越冬する。
さらに，1歳以上に成長した魚は主に駿河湾，遠州灘お

よび熊野灘に分布し，他海域とは独立した個体群と考え
られている（伊藤1997）。本研究では，伊勢湾および熊野
灘で漁獲されたトラフグ0歳魚から満1歳魚の肝臓の毒
力を測定し，その季節変化を調査したので報告する。

試料

2004年11月から2007年2月に伊勢湾の小型底曳網お
よび熊野灘南部海域の大型定置網で漁獲されたトラフグ
418個体の肝臓を試料とした（Table 1，Fig. 1）。小型底
曳網による漁獲は解禁月である11月から4月にかけて，
大型定置網による漁獲は2月から6月にかけて見られた。
供試魚は，11月の平均全長が21.6～23.4㎝（平均魚体重
205g～259g），4月の平均全長が23.9～27.0㎝（平均体
重324g～447g）と成長し，0歳魚から満1歳魚に相当
した。2004年11月から2005年3月までの試料は全数を
毒性試験に供したが，2005年4月の試料は雄4個体，雌
5個体を選択し，2005年11月から2007年2月までの試
料は雌雄が同数となるように選択した。この結果，調査
期間中の試料の性比は雄208個体，雌206個体，不明4
個体であった。試料には，遠州灘および熊野灘で延縄に
より漁獲された成魚を用いて種苗生産され，イラスト
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産卵場に回帰することが知られている（中島・新田2005）。
これらのことから，同系群は，他海域から独立した系群
と考えられている（伊藤1997）。したがって，本研究で用
いた熊野灘の試料は，伊勢湾から移動回遊したものと見
なされる。2004年11月から2007年2月に伊勢湾および
熊野灘で漁獲されたトラフグのうち毒性を有した試料の
体重，肝臓重量，性および肝臓毒性値の範囲を示す
（Table 2）。伊勢湾の試料を見ると，2004年11月の試料
42検体はすべて無毒（5MU/g未満）であったが，12月
の試料では20検体中5検体が有毒（5MU/g以上）で，
最高毒性値は23.5MU/gであった。有毒個体は全て雄で
あった。この中には，標識放流されたトラフグ人工種苗
が1個体（魚体重422g）含まれていた。2005年2月の
試料にも1検体に毒性（19．3MU/g）が認められた。こ
の検体は雌であった。この結果， 2004年10月から2005
年4月に供した試料228検体中，5MU/g以上の毒力を示
したのはわずか6検体にすぎず，有毒個体出現率は2.6％
と低かった。2005年11月から2006年3月の試料は，60
検体全てが無毒であった。2006年11月から2007年2月
の試料は，60検体中1検体（1月，雄，魚体重187g）が
有毒（15.1MU/g）で，有毒個体出現率は1.6％と低かっ
た。この結果，伊勢湾の全試料中有毒個体出現率は
2.0％であった。熊野灘では，2006年2月から6月の試料
60検体は全て無毒であったが，2007年2月の試料は10
検体中1検体（雌，魚体重411g）に24.1MU/gの毒力が
認められ，有毒個体出現率は10.0％であった。この結果，
熊野灘の全試料に占める有毒個体出現率は1.4％であっ
た。なお，2004年12月の試料中，毒性を示した5個体
の体重と毒力の関係に相関はほとんど認められなかった
（Fig. 2，r＝0.1661）。
供試された試料は11月から6月に漁獲されたもので夏
季の試料は得られなかったが，有毒個体8検体の季節変
化を見ると，2004年12月の試料は有毒個体出現率が
25.0％と高かったが，2005年および2006年12月の個体

は全て無毒であった。2005年2月および2007年2月には
有毒個体が出現したが，前者の出現率は2.1％，後者は
10.0％と低かった。2004年12月の試料を除けば，有毒個
体出現率は低く，また明確な季節変化は見られなかった。
このように，2004年11月から2007年2月に伊勢湾およ
び熊野灘で漁獲されたトラフグの肝臓418検体の毒性を
検査し，毒性値に季節変化があるか否かを調べたが，ほ
とんどの試料が毒性を示さなかった。この測定結果だけ
で，伊勢産トラフグの毒性について論じるのは早計であ
るが，少なくともこの季節に漁獲される魚体重200～
400g程度のトラフグの肝臓は毒性がないか，あっても低
く弱毒レベル（10以上100MU/g未満）に留まっている
と考えられる。また，性による有毒個体出現率の差を見
ると，雄は6検体，雌は2検体で，雄の出現率はやや高
かったが，雌雄による毒性の差を論じるほどのデータは
得られなかった。なお，人工生産されたトラフグ種苗は
1個体が毒性を有し，しかも有毒個体出現率も1.6％（60
個体中1個体）と低く，前述した伊勢湾および熊野灘の
試料とほぼ同じ出現率を示したことから，人工種苗も放
流後は天然魚と同様な生活をしていることがうかがえた。
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Table 2 Toxicity of ocellate puffer Takifugu rubripes in Ise Bay and Kumano Nada from 2004 to 2007

Fig. 2 Relationship between body weight and toxin level 
for 5 ocellate puffer specimens obtained in December 
2004.
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毒性の地域差および成長に伴う毒性の変化について

フグ属の毒は，肝臓，卵巣および皮に蓄積されること
が知られている（藤田1988，塩見・長島2006）。谷（1945）
の日本産フグ科魚類の毒力の表によれば，トラフグ肝臓
の毒力は強毒（100以上1000MU/g未満）に分類されて
いる。長島（2007）が東京都中央卸売市場（築地市場）
に入荷したトラフグ（130個体）の肝臓毒性を調べた結
果でも，最高毒性値は510MU/gと強毒レベルに留まり，
谷の結果とよく一致した。ところで，トラフグの肝臓は
他のフグ類に比べて有毒個体の割合が低く，長島（2007）
の結果では9.2％，加納（1989）が1983年から1985年に
かけて天然トラフグで調べた結果でも有毒個体は全体の
20％程度（三陸産27％，北九州産16％）と報告している。
しかし，本研究で，伊勢湾および熊野灘で漁獲されたト
ラフグ肝臓の有毒個体出現率は1.4～2.0％とさらに低い
結果であった。また，毒性値も最高で24.1MU/gと低
かった。この結果を見る限り，トラフグの毒性に地域性
の大きいことが示唆される。なお，三重県（1998）の調
査によると，伊勢湾口部の産卵場で1997年4月にまき網
で漁獲された魚体重2.4～2.8㎏のトラフグ産卵親魚4個
体の肝臓は全て無毒（5MU/g未満）であったが，遠州
灘で同年12月15日に延縄により漁獲されたトラフグ成
魚3個体（魚体重2.1～2.3㎏）の肝臓の毒力は，1個体
に136MU/gと毒性が認められた。1997年の試料数は7
個体と少ない上に毒性を有した個体も1個体と少ないが，
毒力は136MU/gと高く強毒を有した。また，有毒個体
出現率は14.3％と本研究の結果より高く，加納（1989）
が調べた北九州産トラフグ（魚体重2.5～3㎏）の16％
に近かった。本研究で明らかになった0歳魚の有毒個体
出現率と成魚のそれの大きな差異は測定年によるものか
測定した試料の魚体の大きさによるものか不明であるが，
加納（1989）が調べた北九州産トラフグの魚体重は2.5
～3㎏であり，明らかに成魚である。このことから，伊
勢湾産トラフグは，成長と共に毒を保有する個体の割合
が増加し，毒力も増加する可能性が考えられる。この考
えに基づくと，遠州灘に生息するトラフグの毒性は北九
州産のトラフグと大きく変わらないと推察される。今後
は，大きさ別の試料数を増やし，それらの毒性を明らか
にする必要がある。
谷（1945）は「毒力において卵巣も肝臓もともに12月
頃より急激に増加し，5～6月の産卵に至るまで強ない
し猛毒となる場合が多い。また，この時期において毒性
の頻度も著しく増強する」としている。しかし，加納
（1988）によると，ショウサイフグ（東京湾で漁獲された

もの）では，肝臓の毒力は産卵期と考えられる6，7月だ
けでなく8月ないし10月になってもかなりの毒性レベル
を維持していた。マフグ（東京都中央卸売市場に入荷さ
れたもの）も最高毒力および有毒個体出現率ともに9月
に最高となり，フグの毒性と産卵期の関係については再
検討の必要があると述べている。本研究の試料は全て未
成魚であり，トラフグ成魚の毒性と産卵期との関係につ
いても残された課題である。
フグ毒保有動物の毒化について，食物連鎖によると考
えるなら（野口1988），ある季節に毒力が増加し，有毒
個体出現率も高くなる条件として，その時期に特異的に
摂餌する餌生物の存在や生息場所があるとも考えられ，
トラフグの生態学的な調査研究も合わせて進める必要が
あろう。その際，トラフグ以外のフグ類についても調査
することで，種の特性や海域の特性が把握される可能性
が考えられる。他方，トラフグは生活史の中で大きく回
遊することも知られていて，瀬戸内海で発生したトラフ
グは東シナ海に，秋田沖のトラフグは三陸沖に移動する
（伊藤1997，伊藤1998）。毒性の検討にあたっては，魚種
は勿論，採集海域，季節および大きさを明示して比較す
ることも重要と考えられた。

2004年11月から2007年2月に伊勢湾の小型底曳網お
よび熊野灘南部海域の大型定置網で漁獲されたトラフグ
0歳魚および満1歳魚418個体の肝臓の毒性とその季節
変化を調査した。伊勢湾の有毒個体出現率は2.0％
（7/348），熊野灘では1.4％（1/70）と推定され，最高毒
性値はそれぞれ23.5MU/g，24.1MU/gであった。この結
果，少なくともこの季節に漁獲される体長20～30㎝程
度のトラフグの肝臓には毒性がないか，あっても弱毒レ
ベル（100MU/g未満）に留まっていると考えられた。
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